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緑豊かな大井弁天の森

く
ら
し
の
安
全 

　

⋯
安
全
対
策

11
日
予
定
の
セ
レ
モ
ニ
ー

に
あ
わ
せ
て
準
備
を
進
め

た
い
。

ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
な
ど

市
の
特
産
品
に

農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
な

ど
と
協
力
し
て
特
産
品
に

で
き
な
い
か
。

ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
の
﹁
菜

色
美
人
﹂
が
、
地
域
の
ブ
ラ

ン
ド
と
し
て
成
長
し
て
い

る
。生
産
者
の
拡
大
を
図
り
、

市
内
で
の
販
売
網
を
確
立

す
る
と
と
も
に
、
特
産
品
と

し
て
の
地
位
を
確
立
し
て

い
き
た
い
。

ホ
ン
ダ
学
園
・
文
京

学
院
大
学
と
の
連
携

市
内
に
寮
を
持
つ
ホ
ン

ダ
学
園
、
文
京
学
院
大
学
に

は
毎
年
多
く
の
学
生
が
市
に

転
入
す
る
。
彼
・
彼
女
ら
は
、

全
国
に
本
市
を
Ｐ
Ｒ
す
る
人

材
に
な
り
得
る
。
学
生
と
の

連
携
の
実
績
は
。

学
校
法
人
文
京
学
園
と

は
﹁
連
携
協
力
に
関
す
る
包

括
協
定
﹂
を
締
結
し
、
交
流

が
促
進
さ
れ
て
き
た
。
ホ
ン

ダ
学
園
に
対
し
て
も
、
今
後

連
携
を
進
め
て
い
き
た
い
。

原
発
ゼ
ロ
に
つ
い
て

の
見
解

原
発
ゼ
ロ
に
つ
い
て
の

見
解
は
。

安
全
神
話
の
も
と
に
進

め
ら
れ
た
原
子
力
政
策
か

ら
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

へ
シ
フ
ト
し
て
い
く
こ
と

が
好
ま
し
い
。

特
定
目
的
借
上
公
共

賃
貸
住
宅
の
継
続
を

平
成
29
年
度
で
契
約
期

間
が
終
わ
る
霞
ケ
丘
団
地

の
特
定
目
的
借
上
公
共
賃

貸
住
宅
の
継
続
は
。

居
住
者
に
は
、
安
心
し

て
住
み
続
け
ら
れ
る
よ
う

配
慮
し
て
い
く
。

現
在
89
戸
の
市
営
住
宅

を
増
設
す
る
考
え
は
。

増
設
の
考
え
は
な
い
。

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

を
犯
罪
抑
止
の
た
め
に
、

抑
止
効
果
の
高
い
防
犯
カ

メ
ラ
設
置
を
。

治
安
を
維
持
す
る
上
で

有
効
な
の
で
、
今
後
調
査
検

討
を
進
め
る
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
拡
大

を
目
指
し
て

コ
ン
ビ
ニ
へ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ

設
置
は
。

認
知
度
や
営
業
時
間

等
、
利
便
性
が
高
い
と
考
え

る
が
、
従
業
員
の
教
育
等
の

課
題
も
あ
る
の
で
今
後
検

討
し
て
い
く
。

交
通
事
故
の
撲
滅
を

﹁
交
通
安
全
日
本
一
宣

言
﹂を
掲
げ
た
取
り
組
み
を
。

こ
の
３
年
間
で
５
名
の

尊
い
命
が
、
交
通
事
故
に
よ

り
失
わ
れ
て
き
た
。﹁
交
通

安
全
日
本
一
宣
言
﹂
に
つ
い

て
は
、
今
後
３
ヵ
年
で
進
め

る
﹁
ゾ
ー
ン
30
﹂︵
※
︶

の

取
り
組
み
と
あ
わ
せ
て
検

討
し
て
い
き
た
い
。

ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
に

よ
る
交
通
安
全
対
策

本
市
に
お
い
て
も

﹁
ゾ
ー
ン
30
﹂
が
実
施
さ
れ

る
。
同
時
に
、
ド
ラ
イ
バ
ー

の
錯
視
効
果
を
使
っ
た
ト

リ
ッ
ク
ア
ー
ト
と
し
て
、
市

の
Ｐ
Ｒ
大
使
で
あ
る
﹁
ふ
じ

み
ん
﹂
を
路
面
に
描
き
、
さ

ら
な
る
交
通
安
全
対
策
の

向
上
を
。

市
民
に
﹁
ふ
じ
み
ん
﹂

の
周
知
も
兼
ね
て
ト
リ
ッ

ク
ア
ー
ト
を
実
施
す
る
方

法
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、
県

警
本
部
と
も
協
議
の
上
、

﹁
ゾ
ー
ン
30
﹂
に
係
る
路
面

標
示
の
設
計
書
を
作
成
す

る
際
に
検
討
す
る
。

市役所本庁舎前で行われている「採れたてふじみ野畑」

総
合
防
災
訓
練
の　

概
要8

月
25
日
実
施
予
定
の

総
合
防
災
訓
練
の
概
要
は
。

地
域
防
災
拠
点
︵
避
難

所
︶
と
災
害
対
策
本
部
と
の

情
報
の
迅
速
性
、
正
確
性
を

高
め
る
た
め
に
Ｉ
Ｐ
電
話

を
導
入
す
る
。
ま
た
、
今
回

は
夏
の
暑
さ
対
策
と
し
て
、

参
加
者
に
水
筒
の
持
参
を

お
願
い
し
、﹁
大
井
戸
天
然

水
︵
仮
称
︶﹂
の
配
布
な
ど

を
予
定
し
て
い
る
。

地
域
防
災
計
画
の　

活
用
と
周
知
は

一
部
を
修
正
し
た
地
域

防
災
計
画
の
活
用
及
び
市

民
へ
の
周
知
に
つ
い
て
は
。

主
な
修
正
点
と
し
て

は
、﹁
帰
宅
困
難
者
へ
の
対

策
﹂﹁
情
報
連
絡
体
制
の
整

備
﹂﹁
災
害
時
要
援
護
者
支

援
体
制
の
整
備
﹂﹁
放
射
性

物
質
事
故
対
策
﹂﹁
市
の
活

動
体
制
の
見
直
し
﹂
の
５
つ

で
あ
る
。
活
用
は
、
８
月
の

第
２
回
総
合
防
災
訓
練
の

中
で
検
証
す
る
。
周
知
に
つ

い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

行
っ
て
い
く
。

避
難
所
の
区
切
り
を

見
直
し
て
は

国
道
を
挟
ん
で
の
避
難

所
の
区
切
り
は
、
見
直
し
が

必
要
で
は
な
い
か
。

県
の
地
震
被
害
想
定
の

発
表
が
今
年
度
中
に
あ
る
。

地
域
防
災
計
画
の
全
面
的

な
見
直
し
が
必
要
に
な
る

の
で
、
避
難
所
の
区
切
り
も

見
直
し
て
い
き
た
い
。

住
宅
密
集
地
の　
　

災
害
対
策
を

北
野
、
大
原
、
上
福
岡

一
丁
目
な
ど
の
住
宅
密
集

地
で
は
、
小
中
学
校
等
に
避

難
す
る
際
に
、
一
時
的
に
地

自
然
豊
か
な
ま
ち
に 

　
　

⋯
環
境

調
査
の
内
容
及
び
今
後
の

保
全
策
に
つ
い
て
は
。

大
井
弁
天
の
森
に
つ
い

て
は
、﹁
緑
の
基
本
計
画
﹂

に
お
い
て
﹁
特
別
緑
地
保
全

地
区
﹂
に
指
定
し
保
全
を
目

指
す
と
し
て
い
る
。
こ
の
内

容
を
説
明
し
、
理
解
を
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
努
め

て
い
く
。

日
本
無
線
跡
地
の
樹

木
保
存
と
歩
道
拡
幅

日
本
無
線
株
式
会
社
が

撤
退
し
た
後
の
敷
地
内
の

樹
木
の
保
存
や
、
県
道
さ
い

た
ま
・
ふ
じ
み
野
・
所
沢
線

の
歩
道
を
拡
幅
す
る
こ
と

に
つ
い
て
は
。

新
た
に
土
地
の
所
有
者

と
な
っ
た
イ
オ
ン
タ
ウ
ン

株
式
会
社
に
協
力
を
要
請

し
て
い
き
た
い
。

樹
木
の
適
切
な
維
持

管
理
を

福
岡
中
央
公
園
の
桜
、

福
岡
中
学
校
の
赤
松
を
適

切
に
維
持
管
理
す
る
こ
と

に
つ
い
て
は
。

樹
木
診
断
等
を
行
い
、

景
観
の
上
か
ら
も
良
好
な
環

境
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
。

新
河
岸
川
の　
　
　

水
質
浄
化
を

新
河
岸
川
の
水
質
の
浄

化
な
ど
を
ど
う
進
め
て
い

く
の
か
。

市
独
自
の
水
質
調
査
で

は
、
環
境
基
準
を
ク
リ
ア
し

て
い
る
。
さ
ら
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
な
ど
と
協
働

し
て
、
河
川
美
化
活
動
を
し

て
い
き
た
い
。

域
の
方
々
が
集
ま
る
集
合

地
や
応
急
救
護
等
を
行
う

避
難
地
の
確
保
が
重
要
と

考
え
る
が
。

災
害
発
生
時
に
地
域
の

方
々
が
最
初
に
避
難
す
る
の

は
、
地
域
の
公
園
や
駐
車
場

で
あ
る
。
市
と
し
て
も
こ
れ

ら
の
場
所
の
重
要
性
を
認
識

し
、
今
後
、
集
合
地
及
び
避

難
地
に
な
り
得
る
場
所
の
確

保
の
検
討
を
進
め
る
。

狭
い
住
宅
地
で
の　

消
火
活
動

水
道
管
の
排
水
栓
は
狭

い
住
宅
地
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
消
火
活
動
に
活
用
し
て

は
。

排
水
栓
は
、
汚
れ
や
空

気
を
抜
く
た
め
等
に
用
い

る
も
の
で
、
消
火
ホ
ー
ス
を

取
り
つ
け
る
に
は
改
修
が

必
要
。
東
京
都
の
実
施
事
例

を
参
考
に
検
討
す
る
。

緑
地
を
再
生
・
保
全

す
る
方
策
は

開
発
行
為
な
ど
で
減
少

す
る
緑
地
を
再
生
、
あ
る
い

は
移
植
な
ど
の
方
法
を
用

い
て
保
全
す
る
方
策
は
考

え
ら
れ
な
い
か
。

開
発
行
為
に
対
し
て
は

事
前
協
議
や
、
み
ど
り
の
条

例
に
基
づ
く
届
け
出
な
ど

保
全
指
導
に
努
め
て
い
る
。

今
後
さ
ら
に
、
土
地
所
有
者

の
利
用
法
を
考
慮
し
た
市

民
緑
地
制
度
な
ど
の
新
た

な
手
法
の
導
入
、
植
え
替
え

へ
の
支
援
な
ど
を
検
討
す

る
。

遊
歩
道
の
整
備
計
画

遊
歩
道
を
整
備
し
て
い

く
こ
と
は
、
健
康
増
進
策
と

し
て
、
ま
た
、
緑
あ
ふ
れ
る

都
市
整
備
策
と
し
て
重
要
。

市
内
全
体
を
め
ぐ
る
遊
歩

道
の
整
備
計
画
は
。

公
園
や
緑
道
等
の
確
保

は
防
災
の
上
で
も
重
要
で

あ
り
、
市
の
風
土
を
代
表
す

る
景
観
を
結
び
一
体
性
を

確
保
す
る
た
め
に
も
必
要
。

適
切
な
配
置
計
画
を
策
定

す
る
た
め
に
検
討
を
進
め

て
い
き
た
い
。

大
井
弁
天
の
森
の　

保
全
に
つ
い
て

土
地
所
有
者
へ
の
意
向

ゾーン 30　通学路や生活道路の密集区域を歩行者優先のゾーンに指定し、車

の最高速度を時速 30キロに制限する交通規制。


